
高村光太郎が歌人中原綾子宛てに書いた、はがきや手紙など６４点について、高村光太郎記念館に寄贈の申し込み

がありました。

（実物について、本日、写真撮影可能です。希望する方は生涯学習課職員にお申し付けください）

寄贈資料の内容

■寄贈資料と点数

高村光太郎から中原綾子宛て

はがき ４１点

封筒入り書簡 ２０点

電報 １点

封筒 １点

その他封筒 １点

合計 ６４点

高村光太郎 歌人中原綾子宛ての手紙等が寄贈されました

宮澤清六氏宅から発出した手紙 （昭和２０年６月１４日）
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寄贈者と寄贈の経緯

■寄贈者

中原毬也（まりや）氏 米国カリフォルニア州在住

■寄贈の経緯

中原毬也氏は歌人中原綾子の孫。毬也氏が保管している祖母（中原綾子）あて高村光太郎の書簡等について散

逸しないように保存してほしいとの意向があることについて、毬也氏の親戚の方から市に連絡があったものです。

毬也氏は、５月１８日に高村光太郎記念館を訪問され、記念館と高村山荘をご覧いただいた際に当該資料をお

持ちになり寄贈の申し出をいただきました。

■中原綾子について

中原綾子（明治３１（１８９８）年～昭和４４（１９６９）年）は与謝野晶子（明治１１（１８７８）年～昭

和１７（１９４２）年）門下の歌人で文芸誌『明星』の同人。高村光太郎（明治１６（１８８３）年～昭和３１

（１９５６）年）も『明星』の主要な寄稿者であり、綾子氏と親交がありました。後に綾子氏が主宰した雑誌

『スバル』などに光太郎は寄稿しており、今回寄贈された手紙にもその原稿が見られます。旧姓は曾我綾子であ

り、結婚により中原姓や小野姓を名乗る時期があります。
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寄贈資料の特徴と今後の予定

今回寄贈された資料には高村光太郎が疎開していた宮澤清六宅から出した手紙や、太田山口から郵送した原

稿・手紙など、花巻市内に居住していた時に書いた手紙があります。既に『高村光太郎全集』において紹介され

ている資料がほとんどですが、光太郎の筆跡がわかる資料としてまとまったものであり、非常に貴重なものと考

えています。今後専門家にも見ていただき、資料を整理した後、高村光太郎記念館で展示をしていきたいと考え

ています。

令和６年７月 定例記者会見 Ｎｏ６


